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　東京都市大学（以下、本学）体育会剣道部は毎年２月中の８～１０日間、ハーバード大学
にて同大学剣道部と合同合宿を行っている。筆者が両校の剣道部を指導していることもあ
り、この交流行事は今年で９回目を迎えた。今回は平成２８年２月２２日から２９日までの
８日間、本学剣道部員８名が参加した。
　本学の学生はハーバード大学の剣道部員に剣道の指導を行い、共に修練しながら剣道を通
した国際交流を行っている。また、ハーバード大学の授業に参加し、現地剣道部員と寝食を
共にすることで、彼らの勉学や人生に対する考えや取り組み方に触れ、アメリカの文化を学
ぶ機会となっている。世界トップレベルの学生たちが、どのように文武両道に励んでいるか
を体感できる貴重な機会を自身の糧として、グローバル社会で活躍する人材に育ってくれる
ことを期待して行っているものである。

剣道を通してハーバード大学と交流

人文・社会科学系 体育教育部門　久保 哲也

　はじめに

　剣道の指導　

 ハーバード大学といえば、オバマ大統領を含め 8 名
の大統領、150 名以上のノーベル賞受賞者を輩出して
いる名門大学として世界に知られている。ボストンの
ケンブリッジに位置し、1636 年に創立されたアメリ
カ最古の大学である。大学名は初代後援者であるジョ
ン・ハーバードにちなんでつけられたもので、現在で
は 2 万人を超える学生が在籍している。各界に優秀な
頭脳を輩出していることもあり、キャンパスを歩く学
生たちの顔もどことなく知的な感じがするのである。　　　　　　　写真 1　本学学生とジョン・ハーバード像にて

　「モクソ～」「ヤメ」　「センセイニ　レイ、オタガイニ　レイ」
　イントネーションが少し異なりながらも、日本語での号令を皮切りに稽古が始まった。そ
もそもハーバード大学での指導は 12 年前、同大学剣道部の支援者（日本人）に頼まれ筆者
が個人的に行っていたものだが、9 年前の本学着任をきっかけに、学生同士の交流の機会と
しての活用を狙って開始した。私自身、はじめは海外で指導することに戸惑いもあったが、
実際に現地を訪れ共に稽古をする中で、ハーバード大生のひたむきに剣道に取り組む姿勢に
感銘を受け、続けてきたものである。彼等は私から一つでも技を習得しようと真摯に稽古に
取り組んでいる。日本発祥の伝統的身体文化である剣道が、遠いボストンの地で行われるこ
とを嬉しく思う。
　1 回の稽古時間は 2 時間。専用の稽古場ではないため、開始前にはエアロビクスダンスや
バスケットボール、終了後にも次の種目の団体が待っている。終了後にもたもたしていよう
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ものなら、人が一斉に入ってきて運動を始め
るため、切り替えを早くする必要がある。現
地の剣道部員以外の学生は普段目にすること
のない異様な出で立ちや光景に驚きの視線を
向けており、すれ違いざまに「サムライ？」
と話しかけられたこともあった。
　指導は日本語で行って欲しいとの要望が
あったことから日本語で身振り手振りを交え
て行っている。初めて訪れた際、お酒に酔っ
た勢いで、「剣道を学ぶのであれば、日本語
を学んで欲しい。私が野球をやっていたら、

写真 2　筆者による指導風景

英語はペラペラだ。」と言ったところ、彼らは忠実にそれを守り、毎日、日本語の授業を受
講している。そのためか入学してから 5 か月にも満たない新入生が驚愕するほどの会話能
力を獲得している。「先生、ちょっと銀行でお金を下してきます。」と言われた時には驚いた。
私の英会話力が全く向上しないわけである。上級生が指導内容を通訳してくれているが、皆
は日本語でもだいたいのことは理解しているようだ。
　稽古内容は基本技の中でも自分から相手に対して打ち込んでいく仕掛け技を中心としてい
る。特に、大学入学から始めた学生は剣道の一本の条件である、「気・剣・体の一致」（ 充
実した気勢と正しい竹刀操作と体さばきが一致すること）が上手くできない者が多い。我々
日本人は剣道の開始年齢が早く経験年数が長いため、自然と会得されている動作であるが、
開始年齢が遅い人によく見られる傾向である。特に足（踏み込み動作）と手（竹刀を用いた
手の動き）が一致するよう、大きくゆっくりな動作から開始し、徐々に速度を上げていく指
導を行っている。
　２年生以上の経験者には仕掛け技と共に、相手を誘いだし出てきたところを応じて打つ応
用技、色々な技を組み合わせた連続技、日本人学生との互角稽古（柔道でいう乱取り）を
多く取り入れるようにし、楽しさを感じられる内容にすることを心掛けている。また、互
角稽古では 2 分間行った後、本学学生がハーバードの学生に対してアドバイスをする時間
を 1 分設けている。これは体力回復も兼ねているのだが、今行ったことを素早くフィード
バックすることが効果的だからである。本学
学生は乏しい英語力ながらも、身振り手振り
を交えながら一所懸命に指導しており、対す
るハーバードの学生も熱心に耳を傾けている
光景が微笑ましい。ハーバードの学生は日本
人と違って試合をする機会が少ないため、試
合稽古も取り入れるようにしている。日々修
練して築いてきた技が日本人相手に通用する
かを実際に試合という形で緊張感をもって臨
むことにより、自分の欠点はどこか、自分の 写真 3　本学学生による指導風景
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課題は何かがわかる絶好の機会である。私
に対しても日頃の稽古の成果を見てくれと
言わんばかりに必死になって挑んでくる
のである。何より嬉しいのはボストンや
ニューヨーク、ワシントンからも忙しいな
か OB・OG が駆けつけてくれることであ
る。年に 1 回の稽古である。剣を交えな
がら「元気だったか？」と会話をしている
ようで、とても楽しいひと時である。

　学生同士の交流

・日常生活を通して
　氷点下の寒い朝 8：00、アメンバーグというメモリアルホールの内にある食堂に集合し朝
食をとることから始まる。そこは美しいステンドグラスや彫刻があり、映画ハリーポッター
で食堂のモデルとして使われた格式ある建物である。本学の学生達は防寒服を身にまとい
ルームメートに連れられて現れる。時差ボケも寒さやハーバードにいる高揚感から吹き飛ん
でいるようだ。各々でビュッフェ形式の朝食をとる際はどうしても日本人同士で固まりがち
になるが、せっかく生の英語を話せる機会でもあるため、極力ハーバードの学生と共に食事
をとり、英語を話すよう促している。一緒にハーバード大学の校章の型でパンケーキを作り、
生クリームやイチゴジャムを溢れんばかりに掛けて、楽しそうに食べている。隣のテーブル
では別のハーバード生達がノートＰＣを開いていたり、教科書に蛍光ペンでラインを引いた
りしながら朝食をとっている。
　その後、日本語や化学、経済学の授業へとハーバードの学生に引率されて参加していく。
日本語の授業では優越感に浸りながらも、突然、先生から難しい単語の説明を求められたり
するため、少々の緊張感はあるようだ。化学や経済学では言葉の壁に加え、レベルの高さに
も驚き撃沈されるようである。昼食後にはハーバード大学ツアーに参加する。大学で最も古
い建物マサチューセッツホールやユニークなエピソードを持つハーバードホール、大学所有

写真 4　稽古風景（左端が筆者）

でありながら全米で 2 位の蔵書量を誇るワ
イドナーライブラリー、南北戦争で戦死した
ハーバードの学生を祀ったメモリアルホー
ル、また、メモリアルチャーチやツアーの終
点であるジョン・ハーバードの銅像など多く
の見どころを短時間で見ることができる。新
旧が共存するキャンパス内には、歴史的な価
値のある建物や彫像が多くある。大学付属の
美術館や博物館も充実している。なお、この
ツアーのガイドは現役のハーバードの学生が 写真 5　ハリーポッターのモデルとなった学生食堂
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行っている。彼らの生活の中心であるキャンパスを色々なエピソードや体験を交えながら説
明しており、他の観光客は色々と質問をしている。しかし、英語のために我々が理解できな
い部分もあり、ハーバード剣道部員が通訳してくれるが、ツアー後にも再度、彼らにより詳
しく案内をしてもらっている。学生達はビル・ゲイツやザッカ―バーグが過ごしていた部屋
に興味があったようだ。

・文化・歴史（市内観光）の学習を通して
　授業のない土日にはハーバードの学生と共にボストン市街の観光を行う。ボストンはアメ
リカの古都とも言われるように、石畳の細い路地にレンガ造りの家並みが多く、町の至る所
に先のとがった教会がある。初期の移民たちが作った町と言われるように、ボストンは典型
的なアメリカの都市とは違い、ヨーロッパのたたずまいを思わせる町並みである。また、ボ
ストンはアメリカ独立の舞台となった町でもあり、多くの史跡が残っている。独立宣言が読
み上げられた旧州会議事堂やボストン虐殺地跡、アメリカ最古の公園であるボストンコモン
にも足を運ぶ。かたや、レンガ色の家並みを通り抜けると目の前に突如高層ビルがあらわれ
る。ヨーロッパとアメリカ、中世と現代が交錯し共存しているようである。
　また、ボストンは魚介類も豊富であり、なかでも巨大なロブスターには驚かされる。人気
観光スポットのクインシーマーケットでクラムチャウダーボールやロブスター・サラダロー
ルに舌鼓を打つ。フリーダムトレイルといわれる赤い線をたどって歩くと主要な観光名所を
回ることができ、観光客にとても親切な町である。

・懇親会を通して
　毎晩、稽古後には私の宿泊している部屋で両校学生達の懇親会が行われる。決して広くな
い部屋にほぼ全員が集まるため、足の踏み場もないくらいである。日々、大量の宿題に追わ
れていて忙しいハーバード生にとっても部員同士が親密になる良い機会のようだ。突然、言
語学専攻の学生が L と R の発音の仕方の違いを愉快に講義し始めたりするのである。
　剣道でいう「交剣知愛」の言葉通り、到着直後にはよそよそしい間柄も、一度剣を交えた
ら一気にお互いの距離が縮まるのを実感する。車座になって夜が更けるまで話が尽きない。

写真 6　車座になっての交流
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　おわりに

　本学剣道部員にとって、世界的なトップ校であるハーバード大学の学生と寝食を共にする
経験は、剣道以外の面でも必ずやプラスになることと思っている。学生達は部員達の部屋に
宿泊し、ルームメートが明け方まで勉強しているのを目の当たりにすることで、日々の勉学
や英語に対するモチベーションが上がっているようである。グローバル化が進み、変化の多
い時代になっていくなかで、学生には、広い視野を持ち時代をリードする力を身に付けなけ
ればならないことを、身をもって感じてもらえればと願っている。
　また、最近では SNS により学生同士の友情が持続しているようで、夏休みを利用して本
学を訪れるハーバードの学生が年々増えるなど、両校の交流もより活発になっている。今や
剣道は世界八十余か国で行われる国際的なスポーツであり、剣道という共通の競技を通して
世界と語り合う機会が訪れることと思う。そのためにも、学生達には剣道を正しく学び、逞
しく成長してほしいと願い、日々指導していく所存である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　剣道を「文化」として、「教育」として、「修行」として、これからの「生き方」として精
進していき、今後も剣道を通して国際交流に尽力したい。

写真 8　夏休みには本学剣道場へ写真 7　ハーバードの学生と共に




